
















































































































(8) 前掲『「資本論」の成立』 357～8ペー ジ参照。
(9) Knies, Karl, Geld und Kredit, Abt. 1, Das Geld, 2 Aufl., 1931 (lAufl., 1873) 


























































'(12) Knies, a. a. 0., S. 155，訳書190ページ。

















































































































仰 Ebenda,S. 163，訳書199ペー ジ。
側 Ebenda,S. 170，訳書209ペー ジ。




























































































































































































ウェルクによる批判 （Kapitalund Kapitalzins, Bd.ムGeschichteund Kritik der 
Kapitalzins-Theorien, 4. Anfl., Jena, 1921, S. 388, ,,Zurn AbschluB des Marxschen 
System," in hrsg. van Friedrich Eberle, Aspekte der Marxschen Theorie 1, Fran-
kfurt am Main, 1973 （初出は hersg.van Otto van Boenigk, Staatswissenscha 




純労働に還元してしまおうとする考え方で， Leovan Buch, lntensitat der Arbeit, 




ておく。 DieVoraussetzungen des Sozialismus und die Aufgaben der Sozialdemo-
ktatie, Berlin, 1977〔1921年版のリプリント〕 s.77，佐瀬昌盛訳『社会主義の諸前提
と社会民主主義の任務』ダイヤモンド社，81ペー ジ， ηZurTheorie des Arbeitswerths，“ 
in Die Neue Zeit, XVIII, 1, 1899, S. 356～363, s. 398～404）同様に W ・リー プク
ネヒトもブーフを高く評価した （ZurGeschichte der Werttheorie in England, Jena 
1902, s. 99～103，八木津善次訳『英国価値学説史』弘文堂書房， 1926年， 220ページ
～231ページ〉。しかし，逆に価値の社会的規定性を重視するノレーピンはこうした計量
可能性に基づく還元問題には批判的で、あった。（I.I. Rubin, Essays on Marx's Theory 














判的に取りあげている。 GeorgAdler, Die Grundlagen der Karl Marx'schen Kritil~ 
der bestehenden Volks切irtschaft,Tiibingen, 1887, S. 202～6. J. Dietzgen, ,,Die politi-




(28) Karl Marx ,,Randglossen zu Adolph羽TagnersLehrbuch der politischen Okano・






milien Rubel, Marx, L1fe and Works, London, 1980, pp. 117-8）。またリャザノフ
は1881年と考証し， KarlMarx. Chronik seines Lebens in Einzeldaten, Moscow, 
1934では1880年と考証されている（Cf.Terrell Carver, Karl Marx, Text on Method, 
Basil Blackwell, Oxford, 1975, p. 221）。
(29) Adolf H. G. Wagner, Lehrbuch der ρolilischen Oekonomie, Bd. l, Allgemeine oder 
theoretische Volkswirthschaftslehre, Erster Theil, Grundlegung,，改訂増補第二版，


































側 Marx，「ヴァー グナー 傍注」 s.357. 






























'3ZJ Marx，「ヴァー グナー 傍注」 s.358. 






















































側 Vgl., K .I., S. 52～3. 
(36) 価値実体的な量規定に関する『資本論」の論証は，初版と現行版で異なっているこ































































的 Vgl., Marx，「ヴァー グナー 傍注」 s.369ー 700



























側 K.I., S. 215. 
帥 マルクスの「労働力商品」については，別のところで、検討を加えた。「く労働力〉商

























(4U Wagner, a. a. 0., S. 46. Marx 「傍注」 s.362。強調はヴァー グナー の原文による。
マルクスは引用に際して，「財」 「欲望」 「関係」 「明確な意識」 「理解」 「自然的」
「評価価値」にも強調を与えている。





























諸価値は本質的に同ー の概念となる」 (ebenda, S. 47）。なお「傍注」 s.368参照。
(4) Marx，「ヴァー グナー 傍注」 s.362. 

























包6) Ebenda, S. 362. 































あると思われる」 (Terrell Carver，。ρ.cit., p. 170) 
ω この点で宇野弘蔵が，価値実体論を商品論から「資本の生産過程」に移したことは
妥当なことで、あった。 （宇野弘蔵『価値論』青木書店， 『経済学方法論』東大出版会
百章1' 2参照〉
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